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▲生活経済研究所長野の塚原さんより講演を受けた

▲要求の前進を求める交渉団

府
本
部
新
年
旗
び
ら
き

【
日
時
】
１
月
１１
日（
水
）１８
：
００
開
会

【
場
所
】
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都

▲

回
答
す
る
砂
子
坂
課
長

年末年始・書記局閉局のお知らせ年末年始・書記局閉局のお知らせ
府本部・共済府支部の閉局は下記のとおり

書記局閉局 １２月29日（木）～１月3日（火）
じちろうマイカー共済・住宅災害
共済事由発生時の連絡先（24時間・365日受付）

■住宅損害受付センター

■じちろうマイカー共済
事故受付

0120-0889-24
ロードサービス

0120-889-376
0120-131-459

　

自
治
労
は
１１
月
２４
～
２５

日
、
東
京
・
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
で

第
８
回
じ
ち
ろ
う
全
国
共
済

◆
賃
金
・
諸
手
当

　

賃
金
・
諸
手
当
に
つ
い
て

砂
子
坂
課
長
は
、
府
民
・
職

員
目
線
を
大
切
に
各
市
町
村

に
助
言
を
行
う
の
が
基
本
と

し
な
が
ら
、「
十
分
な
労
使

交
渉
が
な
さ
れ
て
職
員
団
体

の
理
解
を
得
て
行
わ
れ
る
べ

き
」と
の
認
識
を
示
し
、「『
職

務
給
の
原
則
』『
均
衡
の
原

則
』『
条
例
主
義
の
原
則
』

を
踏
ま
え
て
適
切
に
判
断
す

る
よ
う
に
お
願
い
す
る
」
と

回
答
し
た
。
最
低
賃
金
に
つ

い
て
、「
地
方
公
務
員
給
与

に
直
接
適
用
さ
れ
な
い
が
、

集
会
を
開
催
。
対
面
で
は
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
全

国
か
ら
４
０
０
人
を
超
え
る

地
域
の
実
情
を
考
慮
す
る
こ

と
が
給
与
を
決
定
す
る
際
の

指
標
に
な
る
」
と
し
、
地
域

手
当
に
つ
い
て
は
、「
府
南

部
地
域
に
お
け
る
支
給
率
の

不
均
衡
に
つ
い
て
、
国
に
対

し
て
も
見
直
し
の
要
望
を
し

て
い
る
」
と
言
及
し
た
。

　

府
本
部
か
ら
は
、
人
勧
で

初
任
給
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
１
０
０
未

満
、
最
低
賃
金
を
下
回
る
初

任
給
水
準
の
改
善
が
進
ま

ず
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
や
新
採
確
保
の
困
難

単
組
役
員
・
書
記
が
参
加
。

京
都
か
ら
は
４
単
組
７
人
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
じ
ち
ろ
う

共
済
の
推
進
が
単
組
・
職
場

で
組
織
的
に
、
よ
り
実
践
的

な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
経

験
交
流
を
図
り
、
す
ぐ
に
現

場
で
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

１
日
目
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
共

済
推
進
の
意
義
や
団
体
生
命

共
済
の
優
位
性
に
関
す
る
講

演
、
全
国
の
単
組
か
ら
新
採

対
策
な
ど
の
取
り
組
み
報
告

が
行
わ
れ
た
。

　

生
活
経
済
研
究
所
長
野
の

塚
原
哲
さ
ん
の
講
演
で
は
、

さ
を
指
摘
。
人
員
が
不
足
し

て
い
る
の
に
業
務
過
多
に
な

っ
て
い
る
状
況
も
含
め
、
さ

ら
な
る
改
善
を
求
め
た
。

◆
働
き
方
改
革

　

週
休
日
は
、「
職
員
の
週

休
日
と
さ
れ
た
日
に
、
特
に

勤
務
す
る
こ
と
を
命
じ
る
必

要
が
あ
る
場
合
に
振
替
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
振
替
が
困
難
な
場
合
は

時
間
外
手
当
に
お
い
て
対
応

す
べ
き
も
の
。
ま
た
振
替
は

前
４
週
間
、
後
８
週
間
以
内

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
」

「
共
済
推
進
の
意
義
」を
学
ん

だ
。
組
合
員
か
ら
求
め
ら
れ

る
労
働
組
合
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
、可
処
分
所
得（
組
合

員
が
好
き
勝
手
に
使
え
る
お

金
）
の
最
大
化
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
労
働
者

が
自
ら
立
ち
上
げ
た
労
働
金

庫
や
共
済
を
活
用
し
て
住
宅

ロ
ー
ン
や
保
障
の
見
直
し
な

ど
、
組
合
員
の
利
益
に
な
る

か
ど
う
か
に
こ
だ
わ
っ
て
ラ

と
回
答
し
た
。
府
本
部
か
ら

は
、
週
休
日
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
全
国
で
は
財
源
不

足
、
人
員
不
足
を
理
由
と
し

た
賃
金
不
払
い
や
振
替
休
日

の
不
取
得
な
ど
極
め
て
悪
質

・
違
法
な
状
態
が
横
行
し
て

い
る
背
景
を
報
告
し
、「
府

内
で
深
刻
な
例
は
聞
か
な
い

が
、
引
き
続
き
適
切
な
運
用

を
行
う
よ
う
各
自
治
体
に
助

言
を
」
と
求
め
た
。
ま
た
、

３６
協
定
に
つ
い
て
当
局
の
意

識
不
足
を
指
摘
し
た
。

　

府
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
時
間
外
勤
務
が
今
ま

で
無
か
っ
た
職
場
で
も
発
生

し
て
い
る
と
認
識
。
振
替
が

勤
務
条
件
の
一
部
変
更
に
な

る
こ
と
も
考
慮
し
、
慎
重
な

判
断
を
求
め
る
と
と
も
に
、

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
訴
え

た
。
さ
ら
に
、
お
金
の
話
を

営
利
が
目
的
の
金
融
機
関
や

保
険
会
社
に
相
談
す
る
こ
と

自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
し

て
、
非
営
利
団
体
で
勤
労
者

に
一
番
近
い
労
働
組
合
だ
か

ら
こ
そ
、
お
金
の
正
し
い
話

が
で
き
る
。
労
働
組
合
の
組

織
率
を
高
め
る
こ
と
が
相
互

扶
助
で
お
金
を
増
や
す
こ
と

に
つ
な
が
る
と
言
及
し
た
。

　

２
日
目
は
５
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
個
別
相
談
会
で

役
立
つ
ス
キ
ル
の
取
得
や
多

様
化
に
対
応
す
る
若
年
層
対

策
、
実
例
か
ら
学
ぶ
共
済
推

進
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
深

め
た
。

振
替
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば

時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す

る
と
の
助
言
方
針
は
変
わ
ら

な
い
。
３６
協
定
に
つ
い
て
は

各
市
町
村
の
人
事
当
局
か
ら

該
当
部
局
に
し
っ
か
り
話
を

す
る
よ
う
伝
え
た
い
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
改
善

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
に
つ
い
て
、「『
期
末

手
当
の
定
着
状
況
等
を
踏
ま

え
た
上
で
検
討
す
べ
き
も

の
』
と
国
で
は
さ
れ
て
い
る

が
、
今
年
度
の
地
方
分
権
改

革
に
関
し
て
『
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
の
支

給
が
で
き
る
制
度
の
確
立
』

が
提
案
さ
れ
て
い
る
」
と
総

務
省
の
動
向
を
明
ら
か
に
し

た
。
休
暇
制
度
は
２
０
２
１

年
人
勧
の
意
見
を
踏
ま
え
、

有
給
の
配
偶
者
出
産
休
暇
、

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
が

新
た
に
設
け
ら
れ
る
他
、
こ

れ
ま
で
無
給
で
あ
っ
た
非
常

勤
職
員
の
産
前
産
後
休
暇
が

有
給
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
国

公
準
拠
の
考
え
方
に
基
づ

き
、各
市
町
村
に
も
導
入
を
助

言
す
る
」。さ
ら
に「
改
正
地

方
公
務
員
育
休
法
や
非
常
勤

職
員
に
係
る
介
護
休
業
の
取

得
要
件
を
緩
和
す
る
改
正
民

間
介
護
休
業
法
が
、
６
月
１

日
以
降
施
行
さ
れ
て
い
る
。

市
町
村
に
適
切
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
」と
回
答
し
た
。

　

府
本
部
か
ら
、「
府
と
違

い
市
町
村
の
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
常
勤
と
ほ
ぼ
同
じ

仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
待
遇

の
運
用
に
差
が
あ
る
自
治
体

が
一
定
数
あ
る
。
そ
こ
に
意

識
を
置
い
て
助
言
を
」
と
の

追
及
に
対
し
府
か
ら
「
国
の

動
き
を
掴
ん
で
市
町
村
に
対

応
を
早
め
て
い
た
だ
く
よ
う

助
言
し
た
い
」
と
の
見
解
を

引
き
出
し
、交
渉
を
終
え
た
。

　

今
年
の
漢
字
は

「
戦
」
と
決
ま
っ

た
。
２
月
か
ら
始

ま
っ
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
が
頭
に
浮
か
ん
だ
人
も

多
い
よ
う
だ
▼
折
し
も
会
期

延
長
を
避
け
１０
日
に
閉
会
し

た
臨
時
国
会
の
直
後
か
ら
防

衛
費
増
額
の
財
源
を
め
ぐ
っ

て
与
党
内
で
激
し
い
綱
引
き

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

４
月
の
統
一
自
治
体
選
挙
を

見
越
し
た
見
苦
し
い
戦
い
に

辟
易
す
る
▼
コ
ロ
ナ
禍
も
第

８
波
が
年
明
け
に
も
ピ
ー
ク

に
達
す
る
見
込
み
だ
。
国
内

の
初
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
３
回
目
の
師
走
。
人
類
と

ウ
イ
ル
ス
の
戦
い
も
ま
だ
ま

だ
油
断
で
き
な
い
▼
日
々
、

厳
し
い
戦
い
に
身
を
置
く
ス

ポ
ー
ツ
界
で
は
「
村
神
様
」

こ
と
村
上
宗
隆
選
手
、「
二

刀
流
・
大
谷
ル
ー
ル
」
の
大

谷
翔
平
選
手
が
大
活
躍
、
冬

季
北
京
五
輪
に
お
け
る
日
本

勢
の
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
▼
何
と

言
っ
て
も
記
憶
に
新
し
い
の

は
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
。
強
豪
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ

ン
に
勝
利
し
、
日
本
中
を
歓

喜
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
▼
来

年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る

だ
ろ
う
か
。
き
な
臭
い
「
戦

い
」
に
ま
み
れ
る
の
は
御
免

だ
。
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ

て
「
賃
上
げ
ブ
ラ
ボ
ー
」
と

言
え
る
年
に
し
た
い
。�（
英
）

　
府
本
部
は
１１
月
２８
日
、
京
都
府
自
治
振
興
課
と
１０
月
２４
日
に
提
出

し
た
「
２
０
２
２
自
治
体
賃
金
確
定
要
求
書
」
に
つ
い
て
回
答
交
渉

を
行
っ
た
。
交
渉
で
は
、
賃
金
改
善
や
人
員
確
保
、
３６
協
定
の
締
結

を
含
め
た
働
き
方
改
革
の
推
進
等
に
つ
い
て
府
の
見
解
を
引
き
出
す

と
と
も
に
、
市
町
村
へ
の
適
切
な
助
言
を
求
め
た
。
府
本
部
は
１１
人
、

京
都
府
は
４
人
が
出
席
し
た
。

2022
確定闘争

じちろう全国共済集会 人
員
不
足
で
業
務
過
多
な
状
況
の
改
善
を

人
員
不
足
で
業
務
過
多
な
状
況
の
改
善
を

組合員の利益につながる活動を組合員の利益につながる活動を
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府
本
部
公
企
評
は
１１
月
１８

日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
で
第
４４
回
総
会
を
開
催
。

委
任
状
を
含
む
４
単
組
１０
人

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
上
田
議
長
（
宇
治

田
原
町
職
）
は
、「
水
道
、

下
水
道
と
も
広
域
化
・
共
同

化
の
計
画
が
大
詰
め
と
な
っ

て
い
る
。
動
向
に
注
視
し
つ

つ
、
公
企
職
場
の
課
題
解
決

を
め
ざ
し
、
府
本
部
公
企
評

に
結
集
し
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
川
戸
府
本
部
書
記
長
、

福
永
公
企
局
長
、
松
本
地
連

公
企
評
事
務
局
長
か
ら
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
議

事
に
入
り
、
経
過
報
告
と
活

動
方
針
は
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
、
福
永
公
企
局

長
を
講
師
に
「
公
企
職
場
の

現
状
と
公
企
評
の
組
織
課

題
」
と
題
し
た
学
習
会
を
開

催
。
公
企
職
場
は
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
が
不
足

し
、
人
員
確
保
と
技

術
継
承
を
含
め
た
人

材
育
成
が
喫
緊
の
課

題
だ
と
報
告
。
組
合

も
人
員
確
保
、
役
員

の
育
成
が
重
要
だ
と

し
、
各
単
組
の
課
題

解
決
の
た
め
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
に
結

集
し
よ
う
と
訴
え

た
。

　

府
本
部
現
評
は
１２
月
７

日
、
京
都
テ
ル
サ
で
第
５９
回

定
期
大
会
を
開
催
。
向
こ
う

一
年
間
の
活
動
方
針
を
確
認

し
た
。
参
加
者
は
代
議
員
や

　

府
本
部
青
年
部
は
１１
月
２７

日
、
職
員
会
館
か
も
が
わ
で

第
５６
回
定
期
大
会
を
開
催
、

１０
単
組
３４
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
中
田
青
年
部
長
（
井
手
町

職
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
け
て
川
戸
府
本
部
書
記
長

か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
。続
い
て
議
事
に
入
り
、

２
０
２
２
年
度
活
動
経
過
報

告
、
２
０
２
３
年
度
活
動
方

針
及
び
役
員
体
制
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
賛
成

多
数
で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

新
部
長
に
選
出
さ
れ
た
小

　

府
本
部
町
村
職
評
議
会
は

１２
月
２
日
、
京
田
辺
市
商
工

会
館
で
第
３０
回
定
期
総
会
を

開
催
。
４
単
組
８
人
が
参
加

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
西
川

議
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
も

関
わ
ら
ず
各
所
属
の
理
解
・

協
力
の
も
と
定
期
総
会
が
開

催
で
き
感
謝
。
昨
今
コ
ロ
ナ

禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
物
価
高
騰
、
不

安
定
な
為
替
相
場
な
ど
、
景

気
の
混
乱
と
減
退
が
進
ん
で

い
る
。
社
会
情
勢
対
策
で
業

幹
事
な
ど
９
単
組
４４
人
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
朝
岡
議

長
は「
農
業
従
事
者
は
Ｊ
Ａ
、

中
小
企
業
は
商
工
会
な
ど
、

個
々
で
は
対
応
が
難
し
い
こ

笠
原
隼
さ
ん（
久
御
山
町
職
）

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
多
く

の
単
組
で
青
年
部
の
最
大
の

目
的
で
あ
る
仲
間
同
士
の
交

流
が
図
れ
な
い
と
の
声
を
聞

い
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
変
化
し
て
い
く
中
、
今

年
度
は
青
年
部
の
活
動
を
前

向
き
に
進
め
る
べ
き
年
だ
と

考
え
て
い
る
。
中
田
部
長
か

ら
引
き
継
ぐ
バ
ト
ン
は
重
た

い
が
、
選
出
さ
れ
た
執
行
部

の
仲
間
と
と
も
に
青
年
部
の

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

務
は
増
え
る
一
方
、
人
件
費

削
減
、
一
人
当
た
り
の
業
務

増
に
よ
り
私
た
ち
町
村
職
場

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
自
治
労
、

町
村
評
に
結
集
し
、
組
織
強

化
、
人
員
・
予
算
確
保
、
労

働
条
件
の
改
善
の
取
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
議
事
に
入
り
２
０
２

２
年
度
経
過
報
告
な
ら
び
に

２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
と

役
員
体
制
を
提
案
し
、
す
べ

て
の
議
案
は
可
決
・
承
認
さ

れ
た
。

と
も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
集
ま
り

を
作
っ
て
い
る
。
数
は
力
な

の
で
、
地
方
公
務
員
は
労
働

組
合
に
結
集
す
る
よ
う
新

採
、
未
加
入
の
職
員
に
も
伝

え
て
ほ
し
い
。
府
本
部
現
評

へ
の
結
集
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
川
戸
府

本
部
書
記
長
か
ら
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
事
に
入
り
、
執
行
部
か

ら
２
０
２
２
経
過
報
告
、
２

０
２
３
活
動
方
針
案
、
役
員

体
制
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。
奥
村
副
議
長
の
発
声

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
っ
た
。

　

府
本
部
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
評
議
会
は
１１
月
２７
日
、

京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
２

回
総
会
を
開
催
。
５
単
組
１３

人
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が

参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
今
井

議
長
は
「
自
治
体
の
中
で
正

規
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職

員
の
間
に
大
き
な
格
差
が
あ

り
、
存
在
す
ら
認
識
さ
れ
て

　

府
本
部
労
組
法
適
用
組
合

協
議
会（
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
京
都
）

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
。
私
た
ち

会
計
年
度
任
用
職
員
が
自
分

た
ち
の
声
で
『
な
ん
か
お
か

し
い
』
と
訴
え
る
こ
と
が
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に

つ
な
が
る
の
で
、
評
議
会
に

結
集
し
て
一
緒
に
活
動
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

岡
本
府
本
部
委
員
長
よ
り
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

２
０
２
２
年
度
経
過

報
告
、
２
０
２
３
年
度

活
動
方
針
は
全
員
の
拍

手
で
採
決
さ
れ
た
。
総

会
後
の
意
見
交
換
会
で

は
自
分
達
の
処
遇
に
つ

い
て
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
改
め
て
要
求

す
べ
き
課
題
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
、
処
遇
改
善

に
向
け
て
取
り
組
む
必

要
性
を
再
確
認
し
た
。

は
１１
月
２５
日
、
第
２４
回
総
会

を
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
で
開

催
。
１０
単
組
２５
人
が
出
席

し
、
２
０
２
３
年
度
の
運
動

方
針
と
役
員
体
制
を
決
定
し

た
。

　

冒
頭
、
小
檜
山
議
長
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
解
雇
撤
回
闘
争

に
触
れ
「
ア
カ
デ
ミ
ー
労
組

の
裁
判
は
不
当
判
決
。
今
後

の
支
援
体
制
を
整
え
た
い
。

日
仏
労
組
は
勝
訴
的
和
解
と

な
っ
た
が
労
組
が
解
散
し
た

の
は
残
念
」
と
あ
い
さ
つ
。

川
戸
府
本
部
書
記
長
と
森
本

京
都
市
職
委
員
長
か
ら
、
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

経
過
報
告
で
は
、
２
０
２

２
年
度
は
対
面
の
幹
事
会
を

再
開
、
ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
交

換
・
交
流
会
と
対
面
で
の
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
課
題
を
共
有
し
た
こ
と

を
報
告
。
運
動
方
針
で
は
、

Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
、
府
本
部
、
単

組
が
連
携
し
て
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
や
、
学
習
と

交
流
を
深
め
る
活
動
を
進
め

る
こ
と
を
提
起
し
た
。
解
雇

撤
回
に
取
り
組
む
ア
カ
デ
ミ

ー
労
組
と
日
仏
労
組
か
ら

は
、
闘
い
の
経
過
と
終
結
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
小
檜
山
新
副
議
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
総
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

数は力数は力
府本部現評に結集を府本部現評に結集を

仲間同士の交流を仲間同士の交流を

町村職場の町村職場の
� 労働環境改善へ� 労働環境改善へ

現評
大会

JI-UP、府本部、単組がJI-UP、府本部、単組が
連携して課題を解決連携して課題を解決

JI-UP
総会

水
道
・
下
水
道
の

水
道
・
下
水
道
の

��

広
域
化
の
動
き
に
注
視

広
域
化
の
動
き
に
注
視

「
な
ん
か
お
か
し
い
」

「
な
ん
か
お
か
し
い
」

��

の
声
を
要
求
に

の
声
を
要
求
に

公
企
評
総
会

臨
職
評
総
会

青年部定期大会

町村評定期総会

府本部専門部・評議会

大会大会・・総会特集総会特集
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